
特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

手許現金有高 911,124

北洋銀行　栗山支店 2,731,712

空知信用金庫　栗山支店 8,508

鈴木　貴浩 700,000

流動資産合計 4,351,344

2 固定資産

事務所　内装工事 567,875

1,264,032

マイクロバス　１台 2,410,520

事務所内　備品一式 他 165,073

固定資産合計 4,407,500

資産合計（Ａ） 8,758,844

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

0

岩見沢税務署　源泉所得税 24,390

流動負債合計 24,390

2 固定負債

北洋銀行　栗山支店 201,600

日本政策金融公庫 7,273,000

固定負債合計 7,474,600

負債合計（Ｂ） 7,498,990

正味財産（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 1,259,854

車　輌　運　搬　具

什    器    備    品

貸 付 金

長 期 借 入 金

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

短 期 借 入 金

預 り 金

建　　　　　　　　物

構　　　築　　　物

平成29年度　財　産　目　録
平成30年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

現 金

普 通 預 金



別記第５号様式の２（第２条関係）

栗山町長　様

特定非営利活動法人の名称　

代表者の氏名 鈴　　木　　　貴　　浩 印

電話番号　　　　　　　　　　 (0123)  72 - 6655
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特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　前事業年度の財産目録

　前事業年度の貸借対照表

　前事業年度の収支計算書

　前事業年度の役員名簿

　前事業年度の社員のうち10人以上の者の氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）及び

住所又は居所を記載した書面

平成30年　6月　30日　

事　業　報　告　書　等　提　出　書

　次に掲げる前事業年度（　29年　4月　1日から　30年　3月　31日まで）の事業報告書等について、特

定非営利活動促進法第29条第１項の規定により、提出します。

記

　前事業年度の事業報告書



１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事　業　内　容 実施月日 実施場所
従事者

の人数

受益対象者の

範囲及び人数

支出額

（千円）
サッカーを中心

とする、各ス

ポーツ競技のク

ラブチーム運営

事業

サッカークラブチームU-15（中

学生）・U-18（高校生）・TOP
（成人）・ﾚﾃﾞｨｰｽ（女子）の技

術指導及び運営管理

平成２９年

４月１日か

ら平成３０

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊地域の

中学生･高校

生･一般成人の

男女９１名

17,314

サッカーを中心

とする、各ス

ポーツの普及

及び振興に関

する事業

サッカースクールキッズ（幼

児）・ジュニア（小学生）・シニ

ア（成人）の技術指導及び運

営管理

平成２９年

４月１日か

ら平成３０

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊の幼児・

小学生・一般

成人の男女２９

名

2,000

(2)　その他の事業

定款の事業名 実施月日 実施場所 従事者の人数
支出額

（千円）

スポーツ用品の

販売事業
なし なし なし なし

・クラブチーム運営事業

継続は力なり！前年度に続き、中学生年代初めての全国大会出場を果たし、参加した大会で北海道NO１の成績を

収め、次年度の北海道リーグ昇格が決まった！過疎が急激に進む田舎町でも、『やればできる！』ということをはっきり

と証明できた1年であった。ただ、残念なことに、昨年まで継続してきた高校生及び女子のチームが人数不足で解散し

てしまった。青少年の技術の向上及び目的達成意欲の向上は見られたものの・・・、世の中の変化に対応できるクラブ

づくりも必要不可欠なことを痛感している・・・。しっかりと矛盾と向き合いながら、より長くつづくクラブ活動にするために

必要な要因と原因を分析し、クラブ全体の未来図の構築をしていこうと考えます。引き続き焦らず生涯スポーツと競技

スポーツの両輪で進んでいける活動を目指し創意工夫をしながらスポーツクラブとしての活動を継続していきたい。

・スポーツの普及及び振興に関する事業

単発の種目を実施できるクラブづくりには確実に成長できた。ただ、子供も高齢者もみんなつながるという視点では課

題が多く残ると考えている・・・。総合型地域スポーツクラブの意味！もっともっと可能性を拡げていきたい。地域住民の

ニーズに応えられるような活動を考え、より多くの方たちに生涯スポーツに親しみ、運動で健康や笑顔が増えるような

街づくりに寄与していきたい。

事　業　内　容

なし

平成２９年度事業報告書

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

3,651,344

700,000

流動資産合計 4,351,344

2 固定資産

567,875

1,264,032

2,410,520

165,073

固定資産合計 4,407,500

資産合計（Ａ） 8,758,844

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

24,390

流動負債合計 24,390

2 固定負債

7,474,600

固定負債合計 7,474,600

負債合計（Ｂ） 7,498,990

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 2,086,366

当期正味財産増加額 △ 826,512

正味財産合計（Ｃ） 1,259,854

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 8,758,844

現 金 及 び 預 金

金　額　（単位：円）

平成29年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　貸借対照表
平成30年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要

建　　　　　　　　物

什    器    備    品

長 期 借 入 金

預 り 金

短 期 借 入 金

貸 付 金

車　輌　運　搬　具

構　　　築　　　物



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

流動資産合計 0

資産合計（Ａ） 0

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

流動負債合計 0

負債合計（Ｂ） 0

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 0

当期正味財産増加額 0

正味財産合計（Ｃ） 0

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 0

平成29年度　その他の事業に関する会計　貸借対照表
平成30年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

１ 会費収入

正会員 0

賛助会員 0 0

２ 事業収入

クラブ・スクール収入 19,909,047

大会・イベント・遠征会費 619,000

その他収入 6,509,368 27,037,415

3 寄付金収入

寄付金 1,644,448

4 補助金収入 0 1,644,448

経常収入合計（Ａ） 28,681,863

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

コーチ報酬 1,464,000

車両経費 3,877,232

その他事業支出 13,972,838 19,314,070

２ 管理費

給料手当 8,730,000

法定福利費 1,350,527

その他管理支出 113,778 10,194,305

経常支出合計（Ｂ） 29,508,375

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） △ 826,512

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） △ 826,512

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） △ 826,512

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 △ 826,512

増加額合計（Ｈ） △ 826,512

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） △ 826,512

前期繰越正味財産額（K) 2,086,366

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 1,259,854

金　額　（単位：円）

平成29年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　収支計算書
平成29年 4月 1日から平成30年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

経常収入合計（Ａ） 0

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

その他事業支出 0

２ 管理費

その他管理支出 0

経常支出合計（Ｂ） 0

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 0

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 0

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 0

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 0

増加額合計（Ｈ） 0

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 0

前期繰越正味財産額（K)

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 0

平成29年度　その他の事業に関する会計　収支計算書
平成29年 4月 1日から平成30年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）


